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７人の議員が一般質問を行いました

単
に
出
生
率
を
上

げ
る
だ
け
で
な
く
、

交
流
人
口
の
拡
大
、
産
業

の
振
興
、
雇
用
創
出
、
住

宅
の
確
保
、
道
路
整
備
な

ど
、
各
般
に
わ
た
る
調
整

企
画
を
一
元
的
・
総
合
的

に
対
応
で
き
る
「
対
策
室
」

を
早
急
に
設
置
す
る
時
期

で
は
。

市
長
公
室
長　

総

合
的
に
対
応
で
き

る
対
策
室
の
設
置
で
す
が
、

人
口
減
少
に
は
複
雑
な
要

因
か
ら
な
る
少
子
高
齢
化

問
題
、
厳
し
い
雇
用
環
境

に
よ
る
都
市
部
へ
の
流
失

問
題
な
ど
の
要
因
や
背
景

が
あ
り
ま
す
。
居
住
関
連

施
策
、
教
育
充
実
の
施
策
、

企
業
誘
致
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
い
、
現
時
点
で

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
、
市
長
に
伺
う
。

市
長　

既
に
、
産

業
立
地
戦
略
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
本
格
的
な

誘
致
活
動
に
着
手
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
桜
川
筑

西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
地
区
開
発
を
推
進
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
茨

城
県
の
産
業
立
地
推
進
東

京
本
部
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
、
現
在
、
建
設

資
材
関
係
の
企
業
か
ら
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

少
子
化
や
人
口
減
少
に
総
合
的
に
対

応
で
き
る
対
策
室
の
設
置
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

市村　香 議員

萩原剛志 議員 菊池伸浩 議員

潮田新正 議員

子
育
て
支
援
、
雇
用
、
婚

活
関
連
施
策
と
、
全
庁
挙

げ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。市

長　

本
年
、
産

業
立
地
推
進
課
を

新
設
し
ま
す
が
、
総
合
的

な
対
策
室
の
設
置
も
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
に
住
宅
を
取

得
し
た
子
育
て
世

代
や
、
民
間
賃
貸
住
宅
に

居
住
す
る
新
婚
家
庭
へ
の

助
成
事
業
の
促
進
は
。

保
健
福
祉
部
長　

常
陸
太
田
市
で
は
、

若
者
の
定
住
を
促
進
し
人

口
減
少
を
抑
制
す
る
目
的

で
、
新
婚
家
庭
へ
の
家
賃

助
成
と
し
て
月
２
万
円
を

３
年
間
。
住
宅
取
得
の
場

合
、新
婚
住
宅
に
20
万
円
、

10
年
未
満
は
15
万
円
、
10

年
以
上
は
10
万
円
を
助
成

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

す
。
加
え
て
、
市
内
の
空

き
地
や
空
き
工
場
な
ど
の

デ
ー
タ
を
整
理
し
て
リ
ス

ト
化
を
進
め
て
お
り
、
今

後
の
誘
致
活
動
の
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

桜
川
市
と
し
て

も
、
新
た
な
、
お

土
産
の
開
発
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

経
済
部
次
長　

仮

称
で
す
が
、
桜
川

市
名
物
作
り
委
員
会
を
設

対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

当
市
も
実
施
市
町
村
の
実

績
や
近
隣
市
町
村
の
動
向

を
注
視
し
て
、
有
効
な
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
３
子
へ
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
、

他
の
自
治
体
で
は
出
産
祝

金
１
０
０
万
円
を
助
成
す

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

市
で
も
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

第
３
子
以
降
に
10

万
円
の
出
産
祝
金
か
ら
、

７
年
間
で
１
０
０
万
円
を

支
給
す
る
県
内
12
の
自
治

体
が
あ
り
ま
す
。
先
進
市

町
村
の
事
例
や
有
効
性
等

を
勘
案
し
、
実
績
の
上
が

る
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
予
防
接
種
の
副
作
用
に
つ
い
て

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

に
つ
い
て

置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
踏
ま
え
、
新
た
な
特

産
品
の
開
発
を
行
い
、
地

域
振
興
・
観
光
資
源
策
と

し
て
推
進
し
て
い
く
予
定

で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
桜
川
市
の
特
産
物
の
広
報
活

動
に
つ
い
て

・
市
議
会
本
会
議
の
映
像
配
信

に
つ
い
て

・
市
内
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
状

況
に
つ
い
て

昨
年
12
月
の
病
院

合
意
文
書
に
「
両

病
院
と
も
診
療
所
」
の
文

言
が
つ
く
ら
れ
た
原
因

は
、両
市
の
医
療
環
境（
桜

川
市
と
比
較
し
て
、
人
口

２
倍
の
筑
西
市
に
は
４
倍

の
診
療
所
が
あ
る
）
の
違

い
に
あ
る
。

　
ま
た
、
県
は
桜
川
市
の

医
療
環
境
が
果
た
す
県
西

総
合
病
院
の
役
割
の
大
き

さ
を
分
か
ろ
う
と
し
て
い

農
業
は
桜
川
市
に

と
っ
て
基
幹
産
業

で
あ
り
、
そ
の
振
興
強
化

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　
主
産
物
の
米
の
販
売
価

格
の
下
落
、
農
家
数
の
減

少
、
担
い
手
の
高
齢
化
や

耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
さ

ら
に
は
大
き
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

の
諸
課
題
に
今
後
、
桜
川

市
は
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
。

経
済
部
次
長
　
担

い
手
対
策
に
つ
い

な
い
。
２
月
、
私
が
県
医

療
対
策
課
と
の
懇
談
（
写

真
参
照
）
で
、「
現
在
４

０
０
人
か
ら
の
患
者
さ
ん

を
診
て
い
る
県
西
総
合
病

院
が
診
療
所
に
な
っ
た
ら
、

そ
の
患
者
さ
ん
を
ど
う
す

る
の
か
」
と
尋
ね
て
も
、「
地

元
医
師
会
と
相
談
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
回
答
だ
っ

た
。

　
そ
も
そ
も
中
核
病
院
整

備
は
県
の
責
任
で
あ
る

が
、
県
は
そ
の
責
任
を
全

く
放
棄
し
て
い
る
。
山
形

県
で
は
県
が
計
画
を
つ
く

り
、
資
金
も
出
し
、
全
国

の
模
範
例
と
さ

れ
て
い
る
置
賜

総
合
病
院
（
４

病
院
を
統
合
再

編
し
て
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
と

サ
テ
ラ
イ
ト
病

院
を
つ
く
っ

た
）
を
つ
く
っ

て
い
る
。
両
市

が
協
力
し
て
、

茨
城
県
も
山
形

県
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
よ

う
働
き
か
け
て

て
は
、
若
手
で
あ
る
青
年

就
農
者
の
育
成
が
急
務
で

あ
り
、
大
地
の
め
ぐ
み
や

２
３
５
名
の
認
定
農
業
者

を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
北
つ

く
ば
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
向
け
て
ま
い
り
ま
す
。

米
・
小
麦
・
そ
ば
・
小
玉

ス
イ
カ
・
ユ
ズ
等
、
地
元

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

地
産
地
消
、
六
次
産
業
化

を
し
っ
か
り
と
進
め
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、
山

間
地
の
農
家
を
守
る
重
要

課
題
で
す
。
年
々
そ
の
被

害
作
物
、
被
害
面
積
、
被

害
額
が
拡
大
し
て
お
り
、

そ
の
防
止
対
策
に
は
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
向
け

て
は
猟
友
会
の
皆
様
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
解
消
に

向
け
て
い
き
ま
す
。

職
員
の
資
質
向
上

対
策
に
つ
い
て

職
員
の
意
識
高
揚

を
い
か
に
図
る
か
、

意
識
改
革
と
人
材
育
成
に

つ
い
て
、
人
事
評
価
の
効

ほ
し
い
。

　
ま
た
、市
民
向
け
の
「
医

療
状
況
」
の
説
明
会
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

市
民
向
け

説
明
会
は
、
今
後

の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

　

県
政
へ
の
働
き
か
け
は

「
強
い
意
思
と
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
」
前
向

き
な
行
動
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
県
の
共
感
を
得
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

果
に
つ
い
て
、
女
性
の
管

理
職
登
用
の
現
状
は
ど
う

か
。

副
市
長
　
こ
れ
か

ら
は
職
員
の
意
欲

を
引
き
出
し
、
こ
た
え
る

行

政

運

営

が

必

要

に

な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

迅
速
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
職
員
一

人
一
人
が
意
欲
を
持
っ
て

職
務
に
取
り
組
み
経
営
感

覚
を
身
に
つ
け
、
時
代
の

変
化
に
的
確
に
対
応
で
き

る
人
材
を
育
成
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
事
評
価
制
度
の
成

熟
の
た
め
に
は
、
評
価

者
の
育
成
が
大
事
で
あ

り
、
研
修
を
通
じ
て
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
県
内
に
お
け
る
女

性
の
管
理
職
登
用
の
状
況

は
、
桜
川
市
は
第
１
位
で

す
。

新中核病院と
県西総合病院の
行方

桜川市の農業振
興について

左から加茂筑西市議、菊池、三浦筑西市議、
鈴木県議、岡村県副参事
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